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アフリカに対する先進諸国の経済援助

- 1961 年における動向—

はじめに

「アフリカの年」といわれた1960年以降，アフリカ諸

国は相次いで独立を追成したが，経済的にみれば自立の

努力は始まったばかりである。アフリカの各国は，国内

における若茄の勁員に努めてはいるが，外国からの援助

なしには経済開発は予定通り進捗しない。アフリカ詔国

は，一方においてフラ叫避・スクーリング固の枠湘こと

どまって，旧宗主国から柑（民地時代以来の援助を引き続

き受けながら，他方iこおいてlE来の柏民地経済構造を脱

皮するぺ<, 1日宗主困以外の先進諸国・社会主義語国か

らも扱助を引き出している。

先進国の側1こしても，アフリカiこおげるフランス，イ

ギリスなどの旧柏民池勢力の後退：こ伴って，アメリカな

らひ下．各種の国際機関がアフリカに大きな凋心をもって

援助の手をさしのぺつつある。他方，社会主義箭武の側

からも釈極的な援助の姿勢がうち出されている。

本税はそのような扱助の勁向を理解するのに役だて

るため，至際的な咬本の流れの恨点から玲61年iこおける

各国のアフリカ iこ対する扱助の推移を記述したものであ

る。依拠した子t 粋•ま，匡I 辿アフリカ経済委員会 E/CN.

14/209である。（なお1960年までのアフリカ諸国：こ対す

る経済援助：こついては『アジア経済』第3巻8号を参照。）

I アフリカに対する斑本移動全体に

ついての概親

西ヨーロッパ語蕊アメリカ，日本などの先進国なら

び；こ国際機関から'l), アフリカに対する政府附与および

長期狩本のフロー（純額）は， 1960~61年に戦後のビー

ク（こ逹した。その額は1960年に19tなドル， 1961年iこは20

億ドル：こ逹した（第 1表参照）。これは，1956~59年の年乎

均のフローの額を 3分の 1近く上回っている。しかし先

進諸固およ・↓墳那祭機関からの低1)り発国全体への夜金の純

移動額；こ占めるアフリカの比廊ま，約 3割であって，こ

れはここ数年I廿l変わらないC) （もっとも政府咬木・賠与

だけをとれば， 29％から30~31％へとややふえているよ

うに思われ和）

アフリカ諸国への政府狡本のフローは， 1960年14t怨ド

ルであったが， 1961年には 21登ドルだけJ竹して16億ドル

になった。

民問ダt本のフローについては，フラン幽・スターリン

グ四のそれぞれの内部にお！ナる，フランスあるいはイギ

リスとアフリカ諸国との問の移動についての安料が十分

得られないので，正確な数値9まわからない。しかし大ざ

っばな見甜もりによると，民問沢本のフコーの純額ば，

第 1表 低開発H•I企体およびアフリカに対する長期沢本および政府賠与•のフに一（純'ail) （単位： 10笠ドル）
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2 国 阻i扱 !l)J
I ＇ . ...  1 -1.S (-1.2) ; -1.9 (-1.5) 

多函旧i援助 ．． • -0.l (-0.1) -0.1 (-0.1) 
合計ーB i -l.5(-1..6) ： -1.9 (-l.4) -2.0 (-1,6) 
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（注） 1. ( ）は，政府ペースの援助であって，内数。

2. マイナスは，援助回または援助機関からの汽本の純流出を示す。

（出所） U N Secretariat, Bur(!au of Gcne,-al Economic Reseatch and Politics. 
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1960年の約 5低ドル（これは， 1956~59年の平均値でも

ある）から， :i961年1•こは 4 低 lくがこ減少している。これ

ttおそらく「アフり力の年」といわれた19（沿年にアフリ

ヵ諾国が相次いで独立を達成した結果，民問狩本が逃避

ないし民間投衣が消極的になったためと思われる。

が増加したことによるものであった。それではまず政

府援臥Jの敢近の動向1こついてみよう。

II 政府斑本および賠与の動向

紹2表（ま， 1960~61年における政府狩本および贈与の

批移を示す。援助の形癌としては，以前と同様，国際機

関1こよるものよりも， 2国問べ←・スのものが圧倒的に多

い。この表によれば，フランス 1固で，いずれの年にお

1950年代後半以来の，アフリカに対する長期f.t金のフ

ロー全体は一貫して培大頻向をみ壮ているが，これは． 2

固rfl9および多国問ペースの賠与・借款の形での政）（寸援助

第 2表 楼助困別のアブリカに対する長期沢本および政府贈与のフロー（純頷） （単位： 100万ドル）

—.. ·—·ー・-·—-．． ．．―― | •• •-•=--19iTTP¥-•一·•---- ～ -•一·―- • •一•一•1960年 1961年
政府ペ ー ス| ！ ·—--・ • ---―—二—----

i 合計．—- 一•ー・＿ i民問沢吋合計一 ・
政府ペース

民ll贖 本
小叶！節与沢本 1 小叶 1賠与 IFt* -------・・・・--・-・・ー・

アメリ
プランスーl,0・17'-706| -652| -54! -341，二；：052! -776！二□！-

カー442 -267I -129 -138; -155, -484: • •323 -170, -153』 -16l
ィ ギリス；ー183 -114! -4.6 -68 -74 -317; -216: -103; -113) -101 
ペルギー．ルク七ンプルグ i -76. -86' ー' -10' 10 301 -84• --84i - 114 
ォ ラソダ， ー11; 1 l 

, - -1  - 11. -4 -l ―l ― -4 

酉ドイッ I -6! 
日＊ ； 

ノールウ 16! 

61 」二」'-;![さ|_-21 -!..I li 
- - 16, -2 -|-| ＿l -2 

小 研・ •••1,7蕊ー1,172| ― 913i -259 -556: -1,835: -1,408,-1,0681 -340; -4切

：竺：；；；：`三三i-23| -971::：1/］言:|-59-451二口
2 屈lI笥 70 7 -6: 13, 631 4: -I -12: 121 4 
多 ~iii tm 12 12 12 -• 20 20, - 20 
小 計 82 19' -6 25 63 24J 20'-12 32i 4 

- •-..- - - -

（注） 1. ここでいう「アフリカ」には， Itjアフリカとアラプ述合を除く。

2. プラスは，援助国からの汽企の純流入を，マイナスは援助国からの貸金の純流出を示す。

3. フランスの援U)）は，アフリカのフラソ牒餡団のみならず非フラン圏頷国に対する援助も含む。

また，フランスの賠与は，フラン圏甜国政府に対する財政補助金を含む。

4. その他甜国1よ，カナダ，デソマーク，イクリー，ボルトガル，スエーデソ，スイスをいう。

5. 国際機1対は，枇界銀行だけをいう。

（出所） 第 1表と同じ。

第 3表 自Fh主義固加の政府炭本・賠与のフロー（純額）の構成(%)

---・・・ ----
I 1953/54~1955/56 | 1958~59 1960 I 1961 

韮祠戸言;--|―砥開発展lアフ；；芦町i―ブJ一：低雌l乱，アフー・リーア
一

令体 企体 全 体 i全 体 i

2 国閾援助 92, 
アメリカ

48 1 96 89 93 94 91 | 96 93 
G. 51 I 11 I 55 I 20 ; 57 I 21 

フランス 31 I 
イギリス

8 1 78 227(） 18 50 ! 16 49 

西ドイツ ー I 竺 ~ I.2 I -! I ~ I ~ 牙
その他 5 i 3 8 5 9 13 | 10 8 

多同 1iii 扱叫J 8 | 4 11 7 6 
合 計 100 | 10(）． 100 100 100 10名 |10iI 10~ 

--- -――-- ---• _..-—•—·—-
（注） 1. 1960, 1961の呵年については，南アフリカとアラプ逃合を除く c

2. 「その他」は，フラソス，イギリス，四ドイツ以外の問ョーロッバ諮凩およびカナダ，日本をいう。

（出所） 節 1表と同じ。
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いても，政府扱助全体の半分を占めている。アメリカ 9•ま

これ！こ次ぎ，全体の約20％を占めている。イギリスのシ

ェアは， 1960年の 8％から1961年の14％へとふえている

（第2表，第3表を参照）。そして，ペルギー，ィクリー，

ボルトガルの隠でこれに続いている。

多国問援助の割合は， 1960年に全体の 9%, 1961年に

7％であって，まだ屈的にはそれほどめざましいもので

はない。

故近のアフリカ：こ対する政府咬本のフローの削加につ

いて特徴的なのは，扱助供与者の相対的なウエイトの変

化である。これ；＇む tぶ’て．よりも，新しく独立したアフリカ諸

試と，西ヨーロッパの旧宗主国との問の関係の変化を反

映したものである。例えば次のような事実がある。 1950

年代半ばまで：．"!:,フランスとイギリスがアフリカヘ移動

する政府狩本の 9啓0までも供与・していた。この当時，ア

メリカの割合は，政府沢本フロー0)純額の 6％にすぎな

かったし，同際機関による援助も， 4 ％tこった。しかし

1950年代の終わりまでにフランスおよびイギリスの相対

的な割合は低下しはじめたが，この間にアメリカのウエ

イトは2倍に膨張し，国際機関の割合もに7％ふえた。

このように政府扱助の供与者が多角化してゆく栢lf1]は，

多くのアフリカ語国が独立国となった1960~61年にはい

って，いっそう明らかになった。アフリカに対する政府

援助全体に占めるフうンスのウエイトは， 1958~59年の

70％から， 1960~61年には50％へと急減したが，アメリ

カの割合は同じjijI目に11％から20％以上にふえた。同時

にアメリカが大きな影密力をもっている各種の1国際機関

も．アフリカの新典語国に対しては，より重点的に扱助

を与えるようになった（第 3表参照）。このような事実か

らも，アメリカのアフリカに対する並々ならぬ関心のほ

どがうかがわれる。

一般に，低開発国に対する政府援助のパクーンは，賠

与よりも借放に移行しつつあるが，後進的な諸条件の強

いアフリカについては第4表に示すように，他の低淵発

国にくらべ「JU呪与」によるものが多かった。

1961年の政府削与がふえたのは，フランスおよびイギ

リスがそれぞれ1日フランス領，旧イギリス領諸国：こ対し

て行なった技術挽助その他の賠与が増加したこと，アフ

リカtt.対する国辿の技術援助，救済のための支出が急浙

したこと，アメリカの1t1料与による扱助が硝大しつつある

こと，によるものである。このうち，フランスおよびイ

ギリスの贈与の増加ほ，一つには，新しく独立したかあ

るいは独立を逹成しようとしているアフリカ詔国での行
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第4表 政府沢金の移動に占めるll訪・の省i合 （％） 

戸 1 ー·--•••一ー・
麟・9碑 l全体 iアブリカi瞑

··----·••· •··--------- 、....

1956~59年！醤， 69
1960 年！ 69 
1961 年 i 59!  71 

（注） 「アフリカ甜困」には， j{ifアフリカおよびアラ

プ辿合を含まない。

・（出所） 第 1表と同じ。

政関係のサーピスをふやしたことに基づくものである。

m 民間狩本の動Ifu

1960年まで.!f讚 1こ伸びつづけてきたと推定される民rn1

衣本のフロー｝ま， 1961年；こ：•文明らかに減退している。

こればなによりも，フランス民1甘放本の消極的な活勁

と，ペルギー民閥沢本の本国への移動：こよる（第2表参

照）。つまり，アルジェリア紛争の影繁8をうけて，北アフ

リカ，と•くにサハラにおける石iIlI開発に対するフランス

の民問投ftが頭打ち：•こなったこと， 1960年にすでにみら

れていたが，ペルギー沢本のコンゴ（レオボルドピル）

からの大船な引き拐げがそれである。

これに対して，アメリカからの民1廿J校本の流入は，沿

哭に伸びており，イギリスの民lb1投ゲtも． i行アフリカ共

和因を除くアフリカセ，かなりふえている。

その他の諸国からの民問西本のフローは相対的に少な

<， 1960年から61年：•こかげて全体としてみれば流入と流

出とが相殺され，ほとんど変化がなかった。

第 5表は，アフリカの若千の国別I•こみた，長閲l沢本の

フローな示している。民問咬本の純流入についていえば

1961年にほナイジ.:::.リアがもっとも多く，ローデシア・

ニアサランドがこれに次いでいる。このことは，西アフ

リカ最大の国であるナイジェリアが独立後も外沢の自由

な流入・流出を許し，いわゆる沢本キ．義的な開発なコー

スをたどりつつあり，またローデシアが白人による経済

支配のもとに「工業化」を進めつつある事実tこ照応した

ものである。

これと対照的なのは，ガーナあるいはモロッコである。

これらの醤liな，いままでのところ，急進的といわれるカ

サプランカ派に屈し「社会主義」的な国造 1)を進めてい

るが， これら両国の外炭汲過策しこもかかわらず，政府ぺ

ースで9墳本流入は大きくても，民間？t木の流入はまっ

たく少ない咽実は興味探い。

フランスとの紐帯のきわめて強いフラン岡諸圏に対す
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第 5表 若干のアフリカ箔匡に対する長期汽木・政府11ri与のフロー（純額）
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（出所）

プラスは只金の純流入を，マイナスは只金の純流出を示す。

ltiアフリカの「J..tllili梵木」は，阻接投沢だけを含む。

フラソ1凶諮国には，モロッコ，チュニジアを除く。フランス政府による双務的扱D)｝（技術授助を含む），

フランスからの民liil沢本流入額，および国際樅I対からの倍款，脳与を含む。

第 1表と同じ。

第6表
~. 

アプリカ諸因に対する長期註・政府）l認の純流入額と外貨受取額・因l人］総生脱との！麟(%)

I五言畠は国も揺；―入｀己儡む誓純流入面純流入額｀｀泊口
紐 19|GDP 布環―|芍罪国内総沢企外貸． GDP：庶内総皮
受取限 受j収額 i | 本形成受取額 j 1本ー形成

イ ギリス領棗
ニチオ
ガ
リピ
モ P

ナイジェ
ローデシア•.:::.， 
チュニ
ア ラプ

フラン問請国（民
同上（民
アフリカ全体
同 J:（南
低 開 発 1姐

―--- -
（注） 1. 外貨受収額は，長期賓本の流入，政府賠与，商品粕出の合計をいう。

2. イギ！Jス領東アブリカの1960年， 1961年は，政府沢本の流入と政府贈与だけを含む。

3, フラソ腔からはモロシコ，チュニジアを除く。

4. 「アブリカ全体」には，ここに掲げなかったその他の国をも合む。

5. 「低開発限全体」の項には，フラソス民間資本のフラン旧諮国への流入をも含む。

（出所） 第 1表と同じ。

ー・・-・
アフリカ

22 I 8.4 12 3.3 20.2 25 7.9 ．． 
ピ プ 18 1.4 26 ．． .. 22 ．． ．． 

ナ 6 ．． 24 7.3 35.3 26 
7...5. ．Ii. 35...7 .. ァ 70 I 21.5 65 .. ．． 58. 

ツ コ 14 3.5 14 3.2 32.0 12 

リ ア .. ．． Zl ．． ．． 20 ．． .. 
アサランド 18 8.8 6 2.3 10.2 8 3.3 16.2 
ダ ソ 3 1.4 18 4.0 ．． 23 ．． ．． 

ジ ァ 18 6.0 33 11.3 ．． 35 ．． ．． 
述 ムロ 5 0.5 8 0.7 • ．． 11 ．． ．． 

Itijiそ本を含む）） 51 腐 54 .. ．． 53 .. ．． 
間1汽木を除く 40 45 .. ．． 46 ．． ．． 

21 .. 22 .. .. 24 ．． ．． 
アフ））力を除く） 25 ．． 27 ．．曹 ．． 29 ．． ．． 
企体 16 ．． 18 ．． ．． 20 i .. ．． 
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る民問咬本の流入屯アフリカ語国の独立：こ伴い， 1961

年には大きく減退した。

またアうプ連合（エジプト）では， 1960年：こ：•U疋閥祁

1"lへの外国からの民問沢本の純流入がみられたが， 1961

年の一辿の国有化措府とともに民1ill;ft木は純流出へと転

換した。

外国石油会社；こよる石油皿発が軌道：こ乗りかけたリヒ‘•

ア，および人種恙別で揺れ勅いている南アフリカで：J:,

いずれも民If-lift木の純流出がみられる。

これらのいくつかの例出荏I有化ないしh膠梁t・1勺リスク

を忌避する民問沢本の性格を妬l}きしているものと思わ

れる。

lV 各困援助がアフリカ諸国の外貸準{i/i

に及ぼす影榜

アフリカ諸国：なおくれた村（民地的経済膨彬のなか：こ

ガッチリ打12心こまれていたこと：こよって，他の低開発国

・の場合：こくらぺ，開発tft金を調逹し， ii拙所得を補収す

るために外国投府や外画からのJし氾与：こ依什する割合が大

きい。と<i.こ|Flブランス領語国におい-c箸しい。

第 6表によれば， 1960~61年の，アフリカ請国の外貨

受取額{tt1)企休のなかで占める外国沢本の比重は24%で

ある（南アフリカの怖出およびft木取引を除けば29%；こ

なる。これiこ対し，低開発国全体の場合は20％である）。

外沢依存度のきわめて大きいフラン凶語国では，この

率は50％以上にもなる。外箕受取頷から民問沢本の分を

除いたとしても40％を超える。第6表に関するかぎり，

外狩依存疫のもっとも大きいのはリビアであるが， 1961

年には原油の栓脚こより，外貨収入が哨大しつつあるた

第7表 1960年から1961年へ(/)，・商品柏出および

長期沢木の純流入，政府賠与の変化

（半位： 100万ドル）
---

ft金の純! t師！の

I変化
流入甜iの
変化..．．．ー.----・・ ――..一・-------.一．．． ー・・ー・・ 一

ニチオピア！ 3 ； -5  
ガ ー ナー 2 i 
リ ピア ll | - ！ 
モロッコー ll l _ 2 
ナイジェリア 24 

I - ~ 
3 

ローデシア・ニアサランド 3 i 17 
スーダン I-3  
チュニジアー 9 - 12 1 
アラゾ述合 1- 88 I 10 

フラ噂瓢(!;雰ìt)| '18 37 

以上計 I-24 i 

（出所） 第 1表と同じ。
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63 

め，その依存度はかなり減少した。

スターリング「乱諸l国では，長期の外［祠沢本はフラン樹

諸国：こくらべ，相対的に小さい役割りを飢じている。モ

ロッコ．アラプ連合の場合も同様である。

アフリカ全体とし-c．なれば， 1960年と1961年：こお：ナる

帷出収入の変化ぱ，そう大きなものでなかったが，餅々

の国をとってみると，かなり大きな泣異がある。

第7表：こみるごとく，；ft本愉入国グ）レープ全1本で袷Ili

収人は2400)jドルだ：ぅ・減少したが， このグル←ープ全体の

長1り阪本および政府JIJ札与の純流入額ば，これを相殺して

余りあった。しかし， ilil}-Ju：こみた場合，ク沖緑J助j沢本の

受取地が哨紺li収入の激少を補うことができたのは， :'f-

ナー，スーダン（および部分（lりにはアラプ述合）の場合

だけであって，モロッコ・チュニジアの場合には愉tli収

入・外沢受入額とも；こ祓少した。エチオピア，ナイジェ

！）アでは，外沢受入額の減少が程殷の座はあれ，仰liの

lti大：こよっ←cti」役された。

流入した外国虹本・、と賠かが国内の皮鉦；［泉全体に対す

るfi¥:的な寄与のI虹合いぱ，あるJ少｝合：こ1-:t.．きわめて大きか

ったc しかし国内総生産，国内沢本形成についての沢料

が不十分なので，アフリカ語国経済における外祁ii*.
陪与の受取の役割りを一般的：こ評価することは困難であ

る。利用しうる沼料のある若干の国についてみれば，外沢

および政府贈与の国内総生産に対する比率は， 1960年；こ

:.iアラプ辿合の 1％以下からガーナの 7％以上，さらに

ぱ：f-ニニジが(1)11％まで：こわたっている（第5衷参照）。

国内総沢本形成の拍定額を公表しているわずかのl•郎のな

かで，ガ・・ナとモロッコ：こおける外貸の純流入額は，1960

~61年において国内総沢本形成のおよそ 3分の 1を占め

たほど，経済発展の大きな疫索となっている。外固箕本，

外国からのI附内の国内沢金の源呆に対する割合の比較的

小さい U ーデシア・ニアサランドにおいてすら，外沢流

入額の対国内森本形成比率(i,10~15％にも述した。

フラン「西諸国：•こついては，総自内生迩および『肱形成

i•こついての地近のデータは得られないが，これらの語国

；こおけろ外貨受取仝休における，外国咬本および政府閻

与の高い率からして，外部i和t木の流入は国肉生産ないし

国内沢本形成に対しても大きいとみてまもがいはなかる

う。

（注 1) ここでいう外貨受取額とは， 111j品恰出と長

期賢本・政府l昭与による受取額の合：ii・をいう。
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V 主要国の 2同閲援臥J

西ヨーロッパ語岡，アメリカ，日本などの先進醐から

アフリカ語国に対する 2困問ベースの長期歿本および政

府附与の額は， 1961年に19低ド）レ（推定） ：こ逹 Lた。ぅ

ち15倍ドルは，政府ペースのものであった。政）紆ベース

の扱叫）は逐年増加しつつあるが， 1961年についてはイギ

リス，フランス，アメリカの順でこの削加：こ祢与した。

まずイギリスであるが，イギリス政府は1日イギリス領

諸仔」（南アフリカを除く）に対し， 1960年よ：）も li稔ド）レ
以上も多い援助を与えた（そのうち半分ぱ，政府賠与の形

式tこよった）。 lt:'.'1与(I'):lfl加分！之，ほとんどが康アフリカ語

国と東アフリカ共同役：務機構（恥stAfrican Cor.,mon 

Service Organization)に向けられた。アフリカにある

イギリス領植民地や伯託統治領に対す足消競i• もふえた。

このような援助の削加は，ナイジェリアやクンガニイカ

ではっきりみられるように，独立した政府をつくり，ま

たアフリカのその他の諸国：•こ独立を付与ナるための活動

に関述したものであった。借款に某づく狩金引出額の珀

加は，主に植民地併1発・福祉法 (ColonialDevelopmenl 

anrl Welfare Act of 1959)に茄づいて， ケニアおよび

東アフリカ共l司役務股構に対してなされた借激，ならび

：こ1960年迄承認されたイギリス辿邦援助借数によるナイ

ジェリアの箕金引出：•こ負うものであった。

7 ランス政府の，アフリカにあるフランI[~語限に対す

る双務fl{）板・助tょ， 1960年の 6億9300万ドルに対し， 1961

船こは 7億760'.)万ドル：こ逹した（第 8表参照）。

従来と同様：こ． l約1年のフランスの扱助の形式ほ，主

として賠与：こよるものであった。第 81ぶこよると，この

賠与の半分以上が 1設備」 (equipment)の項l1に含まれ

ているが，これ：文建設事業およびその他のゲt木的性格を

打する支lりをな味するものである。このような「i役iiijJ
援助の大部分は，ア）レジェリア，サハラ,:ijけのものであ

って，サハラ以南のアフリカ諸匝lしま， 1961年の総額の約

4分の 1：ことどまった。プラック・アフリカの1日フラン

ス領諸阻lならび：こモロッコ，チュニジアでは， 「設tiii」

扱i.l)J（ま， 1960年から1961年にかけて減退している。その

かわり，フランス政府が投近，頂点をおぎだした「技術

扱助＿1：こよって，かなり大きな恩，恵をうけている。 jiYケ・

額全（本：こえぶナる技術扱助の比率は， 19GO年の 14％から

1961年(!'..)17%：こふえた。その他の賠与~主に一般会計

の赤字補填のためアフリカ諸国政府：こ支出される補助金

であるが一は， 1900年の 1億4500万ドルから1961年の

1 {怠5200万ド）レと若干のJ伽11がみられた。政府借状の純

一，-・・--
I 贈 与

a. 設 {r;ij 
1 9 6 0 
l 9 6 1 

b. 1支 術 捩 助
1 9 6 0 
1 9 6 1 

C. — ． '- (J) 他
1 9 6 0 
l 9 6 1 

cl・小 t r 
1 9 6 0 
1 9 6 1 

rr 他 改
1 9 6 0 
1 9 6 l 

．△ ロ 計 (I •I-II) 
1 9 6 0 
1 9 6 1 

第 8表 プランスのフラソi叩師lに対する 2碍！政府援助 （単位： 100万ドル）

・ー ・—• ・ ••-.- ．． 
・アルジェ：

：プラック・ア
I海外頒岐・ ・サ，、ラ！フリカ，マダ 壬ロッ ';1I 

リア
ガスカル

チュ・-::.ジア
ITI・ 

--・-・● -．．．．．--.．一9- --• • -~-----i-·---·-: 

li i詈翡| i闊 1~-1/Fi
I 

- | - - 7] ! 20 
i ― -J.02  ・ 21 

13 I 47 21 I 56 7 
14,  51 23 ! 59 5 

30 1 270 64 246 1 

22 j 312, 78 270 ．翌
..→ 9 20 :—• 
3 ! 35 : 

| 
- I 

. 

30 l 290 ! 64 I 
25.348!  78i  

-――ー・,.．．::._•---•一 i 一一
（注） 1.， .... 
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1
2
 

9
2
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5321 

4

5

 

1

1

 
9

9

 

3
0
 

6
7
 

4

9

 

3
2
 

4
7
 

5
6
 

匈

299
9
7
 

2
2
 

需
・-・ 

（出所）

1961年の数字は将定。

本表の合計は，第 2表のフジソスの合計と一致しない。（第 2表の数字は，非フラン腔語国に対する政

府接助も含むからである。）

国述事務府と l\•IF の Spccinl Questionnaireに対する回答による。
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第 9表 アメリカのアフリカ諮国に対するI賠与と政府沢本の純流入 （単位： 100万ドル）

．． ll'ig. ，1 註9G |そ0呻年の渡他）1 叶

- 1 9 6 I年座 I 1 9 6 2年疫
ー・

----・ . - ー・
賠与 ！. ・沢-・木 （そ純の額他）1 ：：I・ I1 賠与・ I 賢木 （そ純の額他）I¥ " TTI・ 

::, :ノゴ（レオポルドビル）

！ 
22 22 

2月g 
3 58 

ニチオビアーーニリトレア 8 10 1 11 11 21 
ラ ノ' ペ リ ア 1 ， 4 10 14 16 22 
リ ピ ア 29 31 34 3 37 2 24 
モ t ツ ： 19 7 77 21 27 - 4 44 43 33 16 92 

ナ イ ジ コ~． リ ァ 3 1 4 6 4 10 
ローデシア・ニアサラソド - 8  10 -10 - 6 -| - 5 
ソ マリ ~I~ 和 I函 2' 2 3 3 8 8 

＇ 南 ア フ リ 力 -14 -14 -12 -12: -13 -13 
ス ダ ン

I 
11 5 15 11 2 13; 10 3 ． ？ 15 

7• ユ 二 ジ ア 24 1 26 69 3 73 54 6 6 66 
ア ラ プ 述 ＾ 口

ヽ 惰 17 75 107 42 43 38 123 43, 107 38 1邸
その他および特定できないもの 遥 10 - 1 1 10 29 I - 1 2 31 

A ＇ 計・ 1181 

界i
83 229 67 35 331 286 162 67 515 

北 ア フ リ 力 87 82 240 166 76 341 ’ 27668 ! I I 
162 148 

60 71 
初'0

プラック・アフリカ(lfiアを除く） 31 1 32 631 3 124 27 145 11 I 
•一

（注） 1. マイナスは，アメリカ・ヘの純返済を示す。

2. 「その他（純額）」は余期）設庶物売却rtl国に込しづいて，アメリカ政府が収得した依椛から，当眩同政府が

前渡しのために支山した額を引いたもの。

3. ナイジェリアの1960年度分は，「その他および特定できないもの」の項に含まれている。

4. アラプ連合の1960年度分には，シリアを含む。

（出所） U. S. Department of Commerce, Foreign Grants and Credits by the United States Governments. 

耶額は，全体としては小さな額にとどまったが，これは

全ア）ンジェリアの純引出額がかなりふえたにもかかわら

ず，その他諮匡IO)滅少によって相殺されたことによる。

アメリカ政府による 2国1廿1援助・ま， 1959/60年度の2偲

5800万ドルから 1961/62年艇の 5憶1500万ドルにふえた

（第 9表参照）。同時に地域的誼点が，北アフリカからブ

ラック・アフリカヘ移った。サハラ以南の諸国（南アフ

リカを除く）に対する扱助~t. 1959/60年庶の 3?.00万ド

ルから1960/61年変の6800万ドル， 1961/62年度の1億4500

万ドルヘとふえた。この附加のかなりの部分は，紛争の

さなかにあったコンゴ（レオボルドピル）に対する附与

によるものであった。しかし同時に， 1959/60年度にほ

とるに足らなかった，その他プラック・アフリカ諸国に

対する扱助は数倍t•こふえた。第 9 衷では「その他および

特定できないもの」に含まれているところの新典独立国

に対するアメリカのllM与および資本のフローは， 1959/Cガ

年度の500万ドルから1960/61年皮の4100万ドルにふえた

（この数字にはナイジニリアの分も含む）。エチオピア，

ライペリア，ソマリー共和遥に対するアメリカの政府援

助も倍蛸した。北アソリカ諮国に対する扱功は，その他

の地域tこ対するよりも増加分が少なかったが，借秋狩金

9の純引出額は， 1959/GO年度より 1961/62年邸にかけて倍

踊した。しかし，同じ期／甘ltこアメリカの余鄭這物扱助
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（谷:s9表では「その他（純額）」の項に含まれている）は

怠減した（アラプ辿合の拐合がもっとも怒しい）。北アフ

リカ全体についての附与・tま， 1960/61年度以降，頭打も

となっている。社会主淡語困からのアフリカ諾国に対す

る2国I限扱D)Jについては， ]961年に 3低250onドルが認

められた。この額は1959~60年にコミットされた額より

も，かなり少ないものであった (19GO年にはアラプ述合

1国に対する借款協定だけで，段とんど3億ドルにもの

第10表 社会主義問からのアフリカ詔国に

対する双務的経済授助

（単位： 100万ドル）

．． ・-
.:c. チ オ ビ ア 125 2 
ガ ナ 40 
ギ 二 ア 41 30 
ラ イ ペ リ ア 3 
マ リ

モ ロ ツ コ 5 
ソ ーマ ）） ァ
ス ダ ン' 15 
チ ユ こ ジ 0I •• 15 
ア ラ プ 迎 ＾ m 

160 298 

＾ F 

計・ 341 395 

三196-
•• 

-
弁

゜
6
 ，
 

ー年59 9
-
ー

6
5
5
-
2
2
9
6
5
 

o
l
:
3
8
2
3
3
2
 

ー

----
（出所） U N, Intenzationrzl Flow of Long-term 
Capital and Official Donations, 1959~1961. 

(Document A/5195), 
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ぽった一第10表参照）。

1お1年の社会主義諸国よりの援助は，ガーナに対する

ものがもっとも多く（ 1低0600万ドル），ソマリア（8200

万ド；ン），マリー (5500万ドル）がこれに次いだ。この 2

国は， 1961年：こいたり，はじめて社会主義語国からの扱

助を受けたが，戦略的な紅：味もあって狙点的援助の対象

になったものと思われる。チュニジア，スーダンに対ー中

る扱助額もかなりふえた。以上のように，社会主義諸国

からの扱助は．年により，国により．きわめてまちまち

であり．いわゆる泊政治的」扱助の性格を，他の先進語

国の場合よりもいっそう明らかにしているとみて，さし

つかなかるう。

w l国際機．澳ltこよる援臥J

すでにふれたように，問際段関はアフリカ語閉に対す

る対外扱助供与の主体として，ますますその重要庶を加

えつつある。この傾句はアフリカ語国と西ヨーロッパの

旧宗主国との紐幣がますます弱まり，西ョーロッパ語国

がみずからの経済的統合に進むかぎり，今後さらに強く

なっていくものと予想される。述合語国に対して経済扱

助を供与する EECの賭機関 (FEDおよび1963年以降の

新協定では EuropeanInvestment Bankも加わる）を含

め．アフリカとそれ以外の地域との共．司の経済槻関の設

立は，地域的な計画を通じて扱助沢金のますます多くの

部分を支出することになるう。

主要な国際機関により低開発国に対して行なわれた扱

助（純額）のうち．アフリカ諸国が占める割合：な， 1960

年には 2分の 1,1961年には 5分の 2にも及んだ（第11

表参照）。しかし 1960,1961年の両年におけるアフリカ

語国のシェアが例外的に莉かったのは，一部の低開発国

が IDAや IDB（米州開発銀行一これはラテン・アメリ

カ諸国だけが脱係していることはいうまでもない）など

への加入に伴い，規約に定められた出究を行なったこと

によるであるう。しかしこのような出狩額を除いても，

純援助額に占めるアフリカ諾国のシェアは1960年には相

対的に大きかった。そして1961年には全体の 4分の 1に

減少したが，それでも1950年代の平均を上回っている。

アフリカに対する国述の技術援助計画および救済計画

は， 1960,61年に急速に巡んだ。そして19GI年にはアフ

リカは全体の 4分の 1近くを占めるにいたった。これに

反して他界銀行のアフリカ語国に対する借款の純交付額

は， 1961年には， 1960年の水i肌ょりうんと落ち込んだ。

すなわち1961年において，南アフリカ以外の諸IMによる

引出額（純額）は， 5400万ドルにとどまり，南アフリカ

の世銀借放返済も含んだアフリカ全j膨成の純引出頷は，

3400万ド）レにすぎなか・った。

枇銀は，アフリカ諸函の若干のプロジェクトについて

は，その沢金濶述のうえで重要な役割りを果たしてきた

が，アフリカが援助を必要とするプロジェクトの大部分

は世銀借款のペースに乗り；•こくい。例えば，基従梢迭の

1姐発や，天然探源の問発に対する支1且はそのまま生産的

な結果を生まないが，一方，憔銀tまその代i.l'，利率を，市

第 11表 問際機関による偕汰および賠与（純額） (Jli位： 100万ド Iン）

•一•—-.. •·-

l鱈疇• ----—- --•••••一• ・ 全．．．ー・住住
F E D 4 
! B R D I 235 
I F C 
u 12 i 『`旦〗な g 詣悶喜餃｝I ＿」3[：］ i翡
（注） l. マイナスは各扱I因に対する純支払い（出資）を示す。

2. FED... Fond Europ紐nde Developpement (EECのヨーロッバ淵発甚金）。

IBRD-International Bank for Reconstruction ancl Development. 
IFC = International Finance Corporation. 

UNーここでは問連の技術援助計画，国述特別甚金， UNICEF,UNRWAを含む。

ID A.... International Development Association. 

IDB=lnter・AmericnnDevelopment Bank. 
（出1Jf) 第1表と同じ。
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第 12表
-・ 

世界采行のアフリカ緒同に対する借．；次のi芍金交付額

------・ 
ァ
= 
イ
二

フ

（単位： 100万ドル）

I 1960年 1- 1961年 '1961年 1月～ 9月！1962年1月～9月
総碩 1純額 1哀額 l純頷，了忍頂T面可町―- ．．．---•一•-• -――-・ ••一ー・-- -•ー·•―丁―- ----・―- -- 1総額 1純額-•一一• • •一•一:,;_

ルジェリア 50: 50! - ； -5' ＿. -3’ ー，ー 3
ン ゴ（レオポルドビル） ： 10 ! S 1 - 1 - 5 I - .  - 5 ー，ー; - 5 

ギリス領東アフリカ f ::..:.,-i. _;_ii -:-ii -i-i 
チナビア 3'3  : 3 1 22!  1 21 1 
ンス領 西 ア フ リ カ ―! -1 | - - ］ - - - | _ 

ボン！ 9 : 9 ! 15 i 15 : 11 ; 11 : ¥ 9 : 15 i 15 1 11 I 11 i 

リニク ニ ； ニ・ ニi品I乱'| } 1 ; ！ 
ジ ェリア， 7, 71 41 4: 4. 4 
ア ・ニアサラソド 18 | 16 ! 7 9 5 6’ 

ング・プルンディ I ? : 2 | 1 1 

| 5 1 

- - - I 

ー グ ・ノ 7|7  : 10, 9 
ガンダ，ーー 4 4 i I 

フプ述合： I 
iii・ 

I 31: 31 9 | 9 8 
136 : 130 11 69 I 54 i 45 

ァ
総フ）） a1・ 力 I14~ I温，品 1 万： ！ 
-·-・·-----、・・• • •一ー ・←• - -．呵•·-···

I ． ． ．  

（注） プラスは汽金交付（総頷または純額）を，マイナスは純返済額を示す。

（出所） IMF, Intenzatioua/ Fina11cial Statistics. 
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第 l3表 ヨーロッパ開発甚企 (FED)の支出承認頷 (1!1位： 100万ドル）

ー・- ・ •• -
1960年 12月： -·-•一

． までの梨：i’t頷 1 
l 9 6 1年!1962年 1月～ 6月I1962年 6月

← -• __l  ・・----= までの梁笙渾

リア ー 17. 68 1 - I 17. 68 

フッーリ~I r喜 I ?..i! i誓 閑：器

ゴ（プラ ザピル）

諸店 r o.081 ]．盟 I 3．竺 翌：盤
z. 77 I 9.80 1 2.06 I 14.64 

ゴ（レオボルドビル） 9.38 I - -4.40 I 4.98 
オメ 1.08 7. 31!  2. 13 10. 52 

ン ス 9‘Iマリジ 謬 2．品: 0．る 謬
泄月lI 5.19 I 18.38 I 2.29 I 25.86 
スカル 13.46 I 12.11 I 3.18 I 28.74 

リ 3.40 I 11.69 I - I 15.09 
ア 2.34 ; 7.44 こ 9.78
ル 7..29 I 5.76 I - 1a.05 

ンー 1.68 I - 1.68 
ィ 2.~O i O. 83 I 3. 05 I (L l 7 
ラー ― l 2.75 2.75 
ル 11.84 I 3. 78 I 12.80 I 28.42 
ア 1.95 I 2.81 1 - I 4.76 

トーゴ 3.70 I 5.71 I 0.63 I 10.04 

その、 t・・ttl 」[；tI. ！場 |l．切
ー••’. --+-―•ー··—-•···---!--·-·——-

合 計
| l 99.17 ! 132.47 I s1.so I 283.14 

-・・ --・・・. -------'---~-•一..＿．．．．．．．．..，-・ •'~.. - -- -

プロジェクト件数 ! 109 . .9s I 29 I 236 
---• -—-----＿＿ー••9.--·—-• ● 9—·――’ー•-- • • • ---·—...•—-•....J---・ ••・·—· •---— 

（出所） EEC, Bulletin (Brussels). 
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揚レート：こよるみずからの夜金潤述のコスト：こよって決

定するので，いきおい金利も府い水部のものとなり，借

入国の財政にとって大きな電荷にたっている。

このような条件のもとでは，贈与ないしは長期低利の

借赦が扱助の形式として｝えいっそう望ましい。そして現

：こ， IDA, 国述特別基金， FEDなどの国涼槻l鼎こより，

しだいに大きな規模で行なわれつつある。

国迎の特別基金によろ援助はアフリカの pre-invest・
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ment surveyに重点がおかれているc 1959年に業務を開

始して以来1962年 5月まむこ．特別基金はアブリカの21

カ国， 65！牛のプロジェクトを承認し，全体で5400万ドル

の支出を行なった。これは特別茄金がコミットしたプロ

ジェクト全体の 4分の 1；こ当たる。承認されたプロジ

ェクトのなかには，沢源謁北，比淵研究所，社II練センタ

ー，技術教育施設の設立などを含んでいるb

FEDは， 1958年：こ EEC6カ国の出沢 5億8100万ド）レ

(1958~62年の期間：こついての枯金枠）によって発足し

た。その目的ふ EEC遥合諸国ないし地域に対するf訃

与および長期無利子の借放な通じて，社会的・経済的開

発プロジニクト：こ咲金を供給することであった。 1962年

半ばまでiこ2低8300万ドルが，アフリカにある 236のフ＇

ロジェクトに割り当てられた（第13表参照）。

玲61年の咬金割当額は 1億3200)jドがこのぼったが，

1962年中には 2憶ドル1こ述するものと予想されている。

1961年末までの，プロジェクトの形應別にみた沢金の割

当額は第14表の通りである。

第14表 FEDのプロジェクト ZlJ沢金隋当（％）

--・・・・ ··--•-'---•····--.--一・

社会的ブロジェクト
祁rfr．屈店陪臥1|名よ

腐 悶ての他

--·ー•••--

2
6
4
4
8
 

4
1
1
 

i 
！ 

·—.I... 一·-―--
合計 |100 

•一·

（注） アフリカ以外の甜国に対する咀当分も含む。

（出所） EEC, Bulletin, no. 3, 1962. 
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しかし FEDのコミットメント；こもかかわらず，哭探

の預金支出額は相対的：こ少なく， 1960年：C.300万ドル，

1961年iこは1500万ドルであった。その後のプコジェクト

承認額の増加および甚金の利用可能汽金の増加により，

年問の支出額は，やがて 1範、ドルをこえることになるう。

（なお， 1963年 7月20日，カメルーンの首都のカウンヂ

で謂印された EECの新述合t弱定；こよれば， 1963~-67年

に支出される砧金の総額はll-I協定よりも 2億ド）レふえて

7 iむ8000万ドルとなった）。

¥'II 1962年の囮）JIhl;'こついて

アフリカに対する今後の政府援助は，フランス，イギ

リス，アメリカからの 2lfl[i{lベースのものが依然として

主要な部分を占めるも (J)と予想される。

視在までに1962年全体についてのフランス政1ffiこよる

桜助の沢料は公表されていないが， 1郎O~lil年の実希'tが

かなり高かったので，それよりも大Itti:こ．ふえることは考

えられない。イギリスの・低1開発罪I：こ対する 2佳l『1扱助は，

1962年上半紺lで頭打ち：こなったようである。もっとも贈

与の供与額：こついてほ， 1962年：こは1961年よりも多いと

子且！される。

これに反し -c, アメリカのアフリカ語困：こ対する政）（•f

沢本・ 1附与のフローほ'., 1961/62年疫；、こ 5位 1500万ドル

：、こ述したが，これば前年！船暉'tを50％もJ.:阿るものであ

った。

社会主義諸国による扱助の， 1962年における実際の沢

金交付額(,j;, 1959年以米応水準(I)コミットメントが行な

われた事実からして，坪／/Jilしたものと思われる。

世界銀行偕救：こよるft金の純交付額は， 1962年 1~9

月期には1961年の低い水iiUから大榔こもどしているが，

それでもアルジェリアのパイブうイン敷認こ対する借救

だけで，一挙こ5000万ドルのft金交付が行なわれた1960

年の麻いレペルには及ばないだるう。

IDAぱアフリカに対して1962年中にかなりの数の借放

を認めたが，実際の望t金交付はそう大きなものではなか

るう。 l:EDについては， 1961年；こくらべ， 1鉛2年；こは

かなり多頷の;it金交付が行なわれた。

以上の諸点を考應に入れると， 1962年；こおけるアフリ

ヵ語I祠：こ対する政！（翡呪i-．預木のブローは，全体として

1961年の水準を上lblったものと思われるc しかし1962年

の仲び率は．前年度辺(/)翠恥こ：t及ばなかったものと推定

される。

（アジア経済iilf究所調臼研9譴第 6調詔困 i扉 111、=）
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